
　㈱ジュエラーズジャパン（JJ
＝加盟28社。中澤実仟盛社
長）と全日本宝石時計眼鏡協
同組合（菅田茂理事長）の
「2020新年度フォーラム&懇
親会」が、2月19日、東京・中央

区にあるロイヤルパークホテルで開催
され、来賓をはじめ取引先など120名
が集い、足並みを揃えて新しい明日へ
スタートを切った。
　冒頭、中澤社長（写真・上）は「消費増
税も厳しいが、新型ウイルスの影響で、
さらに悪化する状況が考えられる。先行
きが不安な思いのまま（フォーラムで）お
話しするのは若干辛い部分もあります
が、なんとか皆さんの叡智で乗り越えて
いきたいと思います」としてから、「特に
中国の場合は我 よ々りも酷い状況が続
いている。蘇峻に出店している店舗は休
業している状態で、売上もこの1カ月ゼ

ロが続いている。これ
が長期化すれば撤
退もやむを得ないほ
どの状況です。実際
は、日本の24倍の面
積のある武漢で起
こっていることで、影
響はないはずです

が、国を上げて厳戒態勢を引き、蘇州や
上海などの交通がストップしている。よう
やっと地下鉄が動き出したようだが、人
は乗っていない状態」などと、中国に出
店している視点からの情報を伝えた。
　最後に「このような時だからこそ、弱い
者を助けていく気持ちを持てれ
ばと思う。なにか応援策があれ
ば、教えて欲しい。まずは自分た
ち自身も厳しい流れの中でやっ
ていかなければなりません。苦
境を吹き飛ばすくらいのフォー
ラムにしていきたいので、今日一
日よろしくお願いします」として
挨拶にかえた。
　その後、すぐに新春フォーラ
ムに移った。テーマは「令和時
代、本格スタート！さぁ、新しい
明日へ ズバリ答えます！業界
各団体の2020年の戦略と
は？」。コーディネーターに、㈱
PR現代の下島仁社長を添え、
パネリストとして、ジュエラーズ
マインドグループの花島路和
会長、日本ゴールドチェーンの
石岡幸雄理事長、ウインク㈱の
天満桂一社長、ジュエラーズ
ジャパンの中澤社長の4人が
登壇した。
　ディスカッションした内容は、

「増税
前 後
のマー
ケットの変化」
「キャッシュレ
ス決済の状況
と効果」「人材

採用・人材育成への対策」「20年の各
団体の方針・重点施策について」。業
界団体トップのパネラーによる意見交
換によって、顧客のライフスタイル、購
買動向、価値観が変化していく状況の
中で、業界が一丸となってさらに発展し
ていくことが望まれた。
　増税前後の市場については、駆け込
み需要で9月は売上が伸びたが、10月
に凹み、11月12月でどうにか戻ってき
たと口を揃えた。宝飾品としては、12月
の祝日が無くなった影響によりギフト
需要の考えを見直す必要性とモノを買
わない世代への対策が課題として浮き
彫りになった。
　人材に関しては、どこも同じ課題を抱
えているが、グローバルスタンダードを

取り入れるのな
らば、外国人店
長と日本人の
社員という構図
を築かなけれ
ば、人口減が進
めば進むほど
労働環境が悪
化するというこ
とを共有した。
　重要施策に
ついて、花島会
長はJMGの7
つのスクラムを
紹介。①催事
活性化（JMG
催事企画、広
告）、②ウェブ
集客工場（サイ
ト制作、運用、
広告）、③経営
理念・経営計
画作り、④買
取・資産ダイヤ
モンドの仲介、
⑤顧問弁護士
による法務対

応、⑥事業継承・節税対策、⑦社員の
育成・教育・定着。
　石岡理事長は、リクルート活動、退
会防止策、地金ネックの委託販売シス

テム、オリジナル商品開発、各種マニュ
アルづくり、3R事業の推進、スリランカ
への色石勉強会などを挙げた。
　天満社長は、日本最大を誇るボラン
タリーチェーンとしてのスケールメリッ
ト（商品供給力、SP、情報収集力）、メン
バーとの緊密なコミュニケーション、店
舗指導・人材教育・通信教育などを
語った。
　中澤社長は、社長として5年目を迎え
たことで、根本的な見直しを議論し、新
しいジュエラーズへの改革の年にする
ことを掲げ、そのための本部の独立や
ハイブリット型複合店の推進などを推
し進めるなどとした。
　フォーラムの後は、場所を移し懇親
会が開かれた。
　冒頭で、中澤社長は菅田理事長が
新型ウイルスを懸念して会を欠席した
ことと、海外進出を考えている会員や関
係者には、資金融資してくれる㈱国際
協力銀行を紹介できることを報告した
後、「時の記念日制定100周年を迎え
るにあたり、6月10日を祝日にしようと
する活動に、西村康稔内閣府特命担
当大臣（経済財政政策）に軸として協
力してもらえることとなり、4月に推進会
議を開く運びとなった。業界の活性化
につながればと思う」として協力を呼び
掛け、懇親会を開会した。

　祝辞は、一般社団法人日本ジュエ
リー協会会長の小山藤太氏が、ジュエ
リー議員連盟の発足や、デザインコンテ
ストによる新しい取り組みなど明るい話
題などを紹介した。続けて、一般社団法
人日本ボランタリーチェーン協会会長
の泉田幸雄氏による乾杯の発声で懇
親に入った。賑やかな情報交換や懇親
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共
和
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ま
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で
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こ
の
一
年
、ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
政
治
手
腕
は
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に
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が
っ
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昨
年
来
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
経
営
者
判
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は
、福
音
派
、キ
リ
ス
ト
教
徒

を
把
握
す
る
の
に
十
分
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立
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
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再
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メ
リ
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が
イ
ラ
ン
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利
し
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で
決
ま
っ
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よ
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せ
、政
治
経
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な
い
大
統
領
ト
ラ
ン
プ
氏
の
政

治
手
腕
は
驚
き
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期
に
わ
た
り
、ト
ラ
ン
プ
大
統
領
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、弾
劾
裁
判
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訴
追
を
う
ま
く
免
れ
た
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ラ
ン
プ
大
統
領
と
し
て
は
万
々
歳
だ
ろ
う
。
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中
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来
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光
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し
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、今
や
旅
館
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や
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光
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息
吐
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た
。

　

中
国
か
ら
の
観
光
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激
減
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の
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し
い
タ
ー
ゲ
ッ
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ト
ナ
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ィ
リ
ピ
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と
イ
ン
ド
ネ
シ
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光
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に
力
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入
れ
て
外
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を
稼
ご
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と
し
て
い
る
が
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ま
だ
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い
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あ
る
。

　

そ
も
そ
も
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観
光
事
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稼
ぐ
な
ん
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早
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ぎ
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加
え
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現
在
は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
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よ
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パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
騒
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だ
。

　

東
芝
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二
部
上
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る
前
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と
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来
な
か
っ
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も
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ろ

う
か
。シ
ャ
ー
プ
も
然
り
だ
。こ
れ
だ
と
近
近
、日
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は
台
湾
に
吸
収

さ
れ
て
し
ま
う
。日
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の
危
う
さ
は
こ
ん
な
も
の
だ
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
せ
よ
、テ
ニ
ス
に
せ
よ
、ラ
グ
ビ
ー
に
せ
よ
、

四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の
選
手
も
、活
躍
が
目
立
つ
が
、ほ
と
ん
ど
が

日
系
外
国
人
だ
。日
本
と
言
う
国
は
、外
国
人
を
移
民
と
し
て
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
国
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。早
々
と
こ
れ

ら
の
土
台
を
作
り
変
え
る
必
要
が
あ
る
。さ
も
な
い
と
、何
時
ま
で

経
っ
て
も
、日
本
の
独
立
性
は
保
持
で
き
な
い
。

　

今
更
、安
倍
首
相
を
批
判
し
て
も
始
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、書
く
こ

と
が
な
く
な
っ
た
の
で
、暫
く
本
稿
を
休
止
す
る
。

　

ま
た
こ
の
業
界
に
光
が
指
し
始
め
た
頃
、書
く
こ
と
に
し
よ
う
。皆

様
、長
年
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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